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概要版

1 　 計画の位置づけと 計画名称

本計画は、保健・ 医療・ 福祉などの高齢者施策を 総合的に推進する計画で、以下の内容を 包含し て

います。

●介護保険法に規定さ れている介護保険の各サービスの見込量やその確保のための方策などを

定める「 介護保険事業計画（ 第8 期）」

●老人福祉法に規定さ れている「 老人福祉計画」

●厚生労働省が策定し た「 認知症施策推進総合戦略」及び「 認知症施策推進大綱」に沿っ て、本市

独自の方策を加えた、「 北九州市認知症施策推進計画（ 通称： 北九州市オレンジプラ ン）」

●成年後見制度の利用の促進に関する法律に基づく「 北九州市成年後見制度利用促進計画」（ 今回

の計画から ）

また、「 北九州市いき いき 長寿プラ ン（ 平成2 9 年度～令和2 年度）」を 引き 継ぐ 計画である ため、計

画の名称を「（ 仮称）第2 次北九州市いき いき長寿プラ ン」と し ています。
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北九州市自治基本条例

地域の基盤づく り

「 元気発進！北九州」プラ ン（ 市基本構想・ 基本計画）
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「 元気発進！北九州」プラ ンの分野別計画とし て策定

「 北九州市の地域福祉（ 地域福祉計画）」を基盤とし て策定

本計画は、本市の基本構想・ 基本計画である「『 元気発進！北九州』プラ ン」に基づく 分野別の計画

です。

本計画は、各福祉分野における共通的な事項を記載する「 上位計画」である「 北九州市の地域福祉」

を基盤と し て、策定し ます。

2 　 計画の期間

3 　 計画の推進体制・ 評価

令和3（ 2 0 2 1 ）年度から 令和5（ 2 0 2 3 ）年度までの3 年間

●本計画の推進にあたっ ては、地域社会を構成する市民、保健・ 医療・ 福祉・ 介護関係者、地域団体、企

業・ N PO、行政それぞれが役割を適切に果たし ていく こ と が求めら れます。

●本計画における施策の進捗管理にあたっ ては、毎年度、目標の達成に向けたそれぞれの事業の活

動内容・ 実績について評価を行う と と も に、事業効果の継続的な分析を 行い、必要に応じ て改善と

見直し を進めます。
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1 5 歳未満 1 5～6 4 歳 6 5 歳以上

北九州市の総人口

1 ,0 6 5 ,0 7 8 人 9 4 6 ,3 3 8 人

S55 R2

8.7％

68.1％

30.7％

57.0％

15 ～6 4 歳の割合

6 5 歳以上の割合

6 5 歳以上に占める

7 5 歳以上の割合

3 2 .9 % →5 2 .3 ％

4 　 計画策定の背景

4ｐ へ

高齢化のさ ら なる進展と 生産年齢人口の減少

社会保障給付費の増加

新型コ ロナウィ ルスの感染拡大

本市の高齢化率（ 総人口に

占める 6 5 歳以上の割合）は、

全国平均を 上回る 速さ で進

行し 、今後も 高い水準で推移

し ています。特に、7 5 歳以上

の割合は、大幅に増加するこ

と が見込まれています。

また、様々な取り 組みによ

り 、本市の社会動態は、こ の

5 年間で 改善が図ら れて き

ているも のの、生産年齢人口

は減少傾向が続く と 見込ま

れています。

本市の国民健康保険加入

者の1 人当た り の医療費は

増加傾向です。

また、介護サービスを利用

する割合が高い7 5 歳以上の

高齢者数の増加に伴い、介護

サービス等の費用総額も 、増

加が見込まれています。

令和2 年、全国的に新型コ ロ ナウィ

ルスの感染が拡大し 、本市でも 、3 月以

降、陽性患者が発生し ています。

4 月には、「 緊急事態宣言」が発出さ

れ、3 密を避ける観点から 、外出自粛や

イ ベン ト 中止等の要請が行われたこ

と から 、市民生活に大き な影響が及び

まし た。

● 陽性患者累計

　  6 9 7 人（ 令和2 年1 1 月1 0 日時点）　

● 大き な影響が出た市の高齢者関連事業　 　

　  高齢者サロン・ 認知症カ フ ェ の中止

　  各種研修会の中止

　  年長者研修大学校の休校

　  いこ いの家の利用中止　 等

国保加入者（ 7 5 歳未満）
1 人当たり 医療費

H2 9 年度 4 0 5 千円

+ 1 .4％ + 3 .2％

8 8 8 億円

H3 0 年度 4 1 1 千円

+ 2 .3％ + 3 .4％

9 1 7 億円

R元年度 4 2 0 千円 9 4 8 億円

介護サービス費用
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5 　 基本目標

〔 計画策定にあ たっ て の3 つ の視点〕

【 目標】

〔 基本目標〕

〇高齢者の意欲の増進

「 6 5 歳＝老後」ではなく 、意欲・ 能力を活かし て、運動習慣の定着や社会活動に取り 組むこ と を

支援し ます。また、各種事業における ICTの導入・ 活用拡大と あわせ、高齢者にも デジタ ル技術

の習得を促し 、高齢期の備えについての啓発を行います。

〇地域共生社会の実現

地域住民と 行政などが協働し 、地域や個人が抱える 生活課題を 解決し ていく こ と ができ る よ

う 、包括的な支援体制を構築し 、地域包括ケアシステムの推進、地域づく り に取り 組みます。

〇感染防止対策・ 災害対応の備え

オンラ イ ンの活用など、各種事業の実施方法を 工夫し 、感染予防と の両立を はかると と も に、

感染症や災害発生時を想定し 、特に介護サービスなどの事業を継続できる備えを講じ ます。

◆生き がい・ 社会参加・ 地

域貢献の推進

◆主体的な健康づく り・ 介

護予防の促進

◆見守り 合い・ 支え合いの

地域づく り

◆総合的な認知症対策の

推進

◆家族介護者への支援

◆地域支援体制（ 医療と 介

護の連携等）の強化

◆介護サービス等の充実

◆権利擁護・ 虐待防止の充

実・ 強化

◆安心し て生活でき る 環

境づく り

高齢者がいき いき と 、安心し て、暮ら せる共生のまちづく り

～人生1 0 0 年時代の到来～

5ｐ へ 6ｐ へ 7ｐ へ

いき いき と 健康で、

生涯現役で

活躍でき るまち

住みたい場所で

安心し て

暮ら せるまち

高齢者と 家族、

地域がつながり 、

支え合う まち
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6 　 施策の柱と 主な取り 組み

◆生き がい・ 社会参加・ 地域貢献の推進

【 新し い取り 組み・ 強化する取り 組み】

● 高齢者のデジタ ル技術習得を支援する地域人材の育成

   （ スマート フ ォ ン・ タ ブレッ ト 等の活用講座の実施など）

● 生涯スポーツの習慣化の普及

● 介護支援ボラ ンティ アの活動の場の拡充

【 継続する取り 組み】

● 年長者研修大学校や生涯現役夢追塾等における生きがいづく り

● ボラ ンティ ア活動を担う 人材の養成

● 「 いき がい活動ステーショ ン」等による高齢者と 地域活動と のマッ チング

● 北九州市高年齢者就業支援センタ ーを拠点と し た就業支援

◆主体的な健康づく り・ 介護予防の促進

【 新し い取り 組み・ 強化する取り 組み】

● 通いの場で仲間と と も に健康づく り  ～運動習慣の定着～

　（ 地域の通いの場で、「 き たき ゅ う 体操」等の運動を実践、生涯スポーツの活動支援など）

● 後期高齢者の保健事業と 介護予防の一体的実施

　（ 国保データ システムを活用し て、健康課題を分析・ 把握し 、保健事業と 介護予防を一体的に実施）

● 高血圧症を切り 口と し た生活習慣病への対策強化

　（「 高血圧ゼロのまち」に向けた保健指導、減塩の推進など）

● フ レイ ル対策の強化

　（ 高齢者サロン等通いの場への専門職派遣、介護予防リ ーダーの育成など）

【 継続する取り 組み】

● 市民センタ ーを拠点と し た健康づく り 事業の実施

● 食生活改善推進員による訪問活動

● 口腔ケアの普及・ 啓発

いき いきと 健康で、生涯活躍できるまち

高齢者が年齢に関わり なく 、健康で、その能力を十分に発揮し 、社会を「 支える側」と し て

活躍でき るまちづく り を進めます。
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高齢者と 家族、地域がつながり 、支え合う まち

「 見守る側」「 見守ら れる側」に分かれるのではなく 、誰も が多方面につながり をも ち、それ

ぞれができ る範囲で支え合い、居場所と 役割をも つコ ミ ュ ニティ づく り を進めます。

◆見守り 合い・ 支え合いの地域づく り

【 新し い取り 組み・ 強化する取り 組み】

● 地域の「 互助」の充実 ～地域交流や居場所づく り の推進～　 　

　（「 自助」「 互助」「 共助」「 公助」の機能の連携。特に、自発的な相互の支え合いである「 互助」の基盤づく り の支援）

【 継続する取り 組み】

● 協議体（ 校区の作戦会議）の運営支援

● いのちを つなぐ ネッ ト ワーク 事業による地域全体で「 見つける」「 つなげる」「 見守る」取り

組みの推進

● 民生委員の活動支援

◆総合的な認知症対策の推進

【 新し い取り 組み・ 強化する取り 組み】

● 認知症の人本人が発信できる場づく り  ～活躍の場の創出～

   （ 認知症の人が社会の一員と し て前向き に暮ら し 、周囲に理解を促すためのき っ かけづく り ）

● 認知症カ フ ェ のあり 方の検討

● 若年性認知症の実態に応じ た対策の推進

【 継続する取り 組み】

● 「 認知症サポータ ー」「 認知症サポート 医」の養成

● 認知症介護家族交流会や認知症対応力向上研修の開催

◆家族介護者への支援

【 新し い取り 組み・ 強化する取り 組み】

● 複合的な課題を抱えた家庭・ ケアラ ーへの対応（ アウト リ ーチ型支援の拡大など）

【 継続する取り 組み】

● 地域の人が見守り・ 支え合いの当事者と なる意識づけ

● 専門職による介護教室や男性向け介護講座の開催

● 事業者に対する仕事と 介護の両立への理解の促進
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住みたい場所で安心し て暮ら せるまち

高齢者が、人生の最終段階にいたっ ても 、それぞれの状態に応じ て、必要な生活支援、介護

などのサービスを活用し ながら 、住みたい場所で安心し て暮ら せるこ と を目指し ます。

◆地域支援体制（ 医療・ 介護の連携）の強化

【 新し い取り 組み・ 強化する取り 組み】

● と びう め＠き たきゅ う（ 登録し た市民の医療・ 介護・ 健診等の情報が事業に協力する医療機関で共有さ れる

システム）の推進

● 高齢者の医療や介護などの課題に対する相談体制の充実

● 地域ケア会議の充実（ リ モート 開催の検討など）

● 地域リ ハビリ テーショ ン支援拠点の設置

【 継続する取り 組み】

● 地域包括支援センタ ーの機能強化

◆介護サービス等の充実（ ウィ ズコ ロ ナ・ ポスト コ ロ ナ時代への対応）

【 新し い取り 組み・ 強化する取り 組み】

● 介護人材の確保（ 若手介護職員の離職防止研修、外国人の介護人材向け研修など） 

● 感染症発生時の介護施設のサービス継続（ 施設・ 法人を超えたスタ ッ フ 派遣による支援など）

● 介護施設の感染症防御力の向上（ 専門家による施設への訪問指導、オンラ イ ン研修など）

【 継続する取り 組み】

● 在宅支援サービス（ おむつ給付、訪問給食等）の提供

● 自立に向けた介護予防支援・ 介護予防ケアマネジメ ント の充実

● 先進的介護「 北九州モデル」の展開

◆権利擁護・ 虐待防止の充実・ 強化

【 新し い取り 組み・ 強化する取り 組み】

● 成年後見制度中核機関の機能充実（ 成年後見人選任の受任調整や制度へのスムーズな移行支援など）

【 継続する取り 組み】

● 高齢者虐待防止に向けた連携強化 ● 虐待対応職員向け研修の実施

◆安心し て生活でき る環境づく り

【 新し い取り 組み・ 強化する取り 組み】

● 災害時における避難支援（ 福祉避難所の早期開設など）

● 「 終活」に関する相談と 支援 　 　 　  ● お買い物バスなど高齢者の移動支援

【 継続する取り 組み】

● すこ やか住宅の普及啓発、改造助成

● 高齢者の交通安全・ 犯罪被害防止・ 消費者被害防止対策・ 防火安全対策の推進
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